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二
〇
一
九
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

ひ
と
つ
ず
つ 

い
い
ね
！
で
確
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
の
用
心

　

愛
媛
県
下
の
消
防
職
団
員
及
び
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
・
自
主
防
災
組
織
な
ど
消
防
関
係
者

約
５
４
０
人
が
参
集
し
、
多
様
な
主
体
が
一
致
協
力
し
て
、
地
域
の
総
力
を
挙
げ
た
消
防
強

化
に
邁
進
す
る
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

私
た
ち
消
防
は
、
昭
和
・
平
成
と
災
害
を
経
験
し
た
時
代
の
中
で
、
県
民
の
皆
様
の
ご
理

解
を
得
な
が
ら
、
な
ん
と
か
こ
れ
ら
の
災
害
に
対
応
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
近
年
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
守
り
神
と
言
わ
れ
た
消
防
団
も
人
口
減
少
と
共
に
、
高

齢
化
や
、
な
り
手
不
足
で
黄
色
の
信
号
が
灯
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
梅
雨
の
豪
雨
を
は
じ
め
、

令
和
元
年
度
愛
媛
県
消
防
大
会

台
風
・
地
震
・
火
災
そ
し
て
事
故
な
ど
、
ど
れ
を
と
っ
て
も

大
規
模
化
し
た
災
害
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
危
険
で
手
ご

わ
い
も
の
と
し
て
準
備
を
怠
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。「
令
和
」
と
い
う
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
機
に
、

愛
媛
消
防
の
総
力
を
挙
げ
る
体
制
作
り
を
推
進
し
て
参
り
ま

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
協
会
長
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

平
成
30
年
度
愛
媛
県
消
防
団
協
力
事
業
所
知
事
表
彰

・
う
ま
農
業
協
同
組
合

・
有
限
会
社
渡
部
石
材

・
貝
吹
土
建
有
限
会
社

令
和
元
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

・
西
予
市
消
防
団

令
和
元
年
度
愛
媛
県
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

・
高
浜
地
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

意
見
体
験
発
表

・
砥
部
町
消
防
団　

山
下　

公
平
「
変
わ
る
勇
気
」

・
松
山
市
消
防
局　

安
永　

優
生

　

「
ジ
ュ
ニ
ア
消
防
検
定
～
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
～
」

・
新
居
浜
市
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
運
営
協
議
会　

吉
武　

禎
子

　

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
愛
媛
県
警
察
音
楽
隊

（
フ
ァ
ン
タ
ズ
ミ
ッ
ク
～
筒
美
京
平
ヒ
ッ
ト
曲
メ
ド
レ
ー
～

　

ク
ィ
ー
ン
メ
ド
レ
ー
～
ひ
ま
わ
り
～

　

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
「
ウ
ル
ト
ラ
大
行
進
」
）

　

令
和
元
年
５
月
22
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
か
ら
愛
媛
県
護

国
神
社
（
松
山
市
御
幸
町
）
に
お
い
て
、
消
防
殉
職
者
の
ご
遺

族
さ
ま
ほ
か
、
県
内
の
消
防
団
長
・
消
防
長
な
ど
３
７
０
名
の

消
防
関
係
者
が
参
列
し
、
厳
粛
に
第
94
回
愛
媛
県
消
防
職
団
員

慰
霊
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
こ
に
お
祀
り
さ
れ
る
御
霊
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
人
々
へ

の
深
い
愛
情
と
、
何
と
し
て
も
故
郷
を
守
る
と
い
う
郷
土
愛
の

精
神
で
、
時
に
は
猛
火
と
戦
い
、
時
に
は
水
害
に
身
を
挺
す
る

危
険
な
消
防
活
動
の
中
で
職
に
殉
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
、
そ
の
時
か
ら
何
年
が
過
ぎ
よ
う
と
、
私
達
は
こ

の
慰
霊
の
場
に
立
ち
、
最
愛
の
家
族
を
失
っ
た
ご
遺
族
に
寄
り

添
う
時
、
褪
せ
る
こ
と
の
な
い
悲
し
み
を
新
た
に
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
こ
の
よ
う
な
思
い
と
共
に
、
今
日
、
こ
の
65
柱
の
御
霊

に
対
し
ま
し
て
は
、
近
年
の
よ
う
な
人
知
の
及
ば
な
い
大
災
害

に
対
し
ま
し
て
も
、
先
人
の
勇
気
と
名
誉
を
未
来
へ
繋
ぎ
な
が

ら
、
さ
ら
に
消
防
活
動
の
安
全
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
を
、
改
め
て
教
え
て
頂
い
て
い
る
も
の
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。（
協
会
長
あ
い
さ
つ
抜
粋
）

令
和
元
年
５
月
22
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

松
山
市
民
会
館
・
中
ホ
ー
ル
（
松
山
市
堀
之
内
）
に
て

第
94
回
愛
媛
県
消
防
職
団
員
慰
霊
祭

防災学習・災害学習車両展示（西条消防)

愛媛県警察音楽隊 意見体験発表
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消
防
団
の
皆
様
に
は
、
地
域
に
お
け
る
消
防
・
防
災
の
中
核
と
し
て
、
日
夜
御
尽
力
い
た

だ
い
て
お
り
、
そ
の
御
労
苦
に
厚
く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

県
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
西
日
本
豪
雨
災
害
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
被

災
さ
れ
た
方
々
や
今
な
お
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
、
西
日
本
豪
雨
災
害
で
は
、
消
防
団
の
皆
様
の
水
防
警
戒
、
避
難
の
呼

び
掛
け
や
誘
導
な
ど
の
初
動
対
応
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
の
生
命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
捜
索
活
動
や
二
次
被
害
防
止
の
た
め
の
活
動
等
に
も
従
事
さ
れ
、
地
域
の
方
々
か
ら
、

か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
認
識
を
新
た
に
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
で
は
、
激
甚
化
し
て
い
る
風
水
害
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
近
い
将
来
、
高
い

確
率
で
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
を
見
据
え
、
消
防
団
の
広
域
的
な
協
力
体

制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
過
去
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
た
一
部

の
県
で
は
、
災
害
対
応
の
教
訓
か
ら
、
消
防
団
の
広
域
協
力
の
手
順
を
定
め
、
西
日
本
豪
雨

災
害
の
際
も
、
自
ら
の
市
町
で
の
活
動
が
一
段
落
し
た
後
、
応
援
を
必
要
と
す
る
自
治
体
の

要
請
に
応
じ
て
捜
索
活
動
等
の
応
援
を
行
っ
た
事
例
も
参
考
に
、
県
消
防
協
会
の
御
協
力
を

得
て
、
消
防
団
の
広
域
協
力
体
制
の
構
築
に
向
け
た
検
討
や
、
広
域
協
力
を
行
う
場
合
の
手

順
等
に
関
す
る
規
程
（
案
）
の
策
定
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

消
防
団
の
皆
様
が
、
平
時
は
他
の
職
業
に
従
事
さ
れ
、
非
常
時
に
活
動
を
行
う
特
性
を
踏

ま
え
る
と
、
た
と
え
、
応
援
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
も
、
隣
接
・
隣
々
接
等
の
近
接
し
た
地

域
が
基
本
と
な
る
こ
と
が
前
提
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
大
規
模
な
災
害
で
被
災
地
の
消
防
力
が
不
足
し
、
消
防
団
と
し
て
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ

る
活
動
が
あ
る
場
合
に
備
え
、
県
内
で
広
域
的
に
相
互
協
力
す
る
『
オ
ー
ル
愛
媛
』
の
体
制

づ
く
り
の
方
向
性
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
近
接
す
る
消
防
団
同
士
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
構
築
に
向
け
た
き
っ
か
け
づ
く

り
と
す
る
と
と
も
に
、
市
町
や
消
防
団
の
皆
様
の
み
な
ら
ず
、
地
域
住
民
の
方
々
に
も
消
防

団
の
広
域
協
力
の
考
え
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
東
・
中
・
南
予
ブ
ロ
ッ
ク
で
各
一
か
所
、
近
接
消
防
団
に
よ
る
合
同
訓
練
等
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
趣
旨
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今
後
と
も
御
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

愛
媛
県
県
民
環
境
部
防
災
局

　
　

消
防
防
災
安
全
課　

課
長

渡わ
た
な
べ辺　

良よ
し
ひ
ろ浩

●
募
集
の
目
的

　

こ
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
地
域
防
災
の
た

め
日
夜
活
動
し
て
い
る
消
防
団
に
つ
い
て
、
子
供
達
が
身
近
な
ふ
れ
あ
い
や

活
動
・
体
験
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
、
ま
た
受
け
止
め
て
い
る
か
を
文

章
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
と
消
防
団
と
の
関
わ
り
を
深
め
、
自
主

的
な
防
火
防
災
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
共
に
次
世
代
の
防
災
の
担
い
手
の

育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
中
学
生

●
作
文
の
形
態

①
作
文
の
テ
ー
マ

　
「
み
ん
な
と
一
緒
に
地
域
を
守
る
消
防
団
」

②
作
文
の
タ
イ
ト
ル
は
自
由

③
用
紙

　

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
（
Ａ
４
規
格
）

④
原
稿
の
文
字
数

　

８
０
０
字
以
上
１
２
０
０
字
以
内

　

（
ワ
ー
プ
ロ
、
パ
ソ
コ
ン
等
で
の
出
力
も
可
）

⑤
原
稿
用
紙
の
１
行
目
に
は
作
文
の
タ
イ
ト
ル
、
２
行
目
に
は
学
校
名
、
学

年
、
氏
名
を
記
載
し
、
本
文
は
３
行
目
か
ら
記
載
し
て
下
さ
い
。

●
募
集
の
目
的

　

生
活
協
同
組
合
全
日
本
消
防
人
共
済
会
は
、
令
和
元
年
度
全

国
統
一
防
火
標
語

「
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認
　
火
の
用
心
」

に
あ
わ
せ
て
、
子
供
達
が
火
災
予
防
に
つ
い
て
の
意
見
や
考
え

を
自
由
な
発
想
で
イ
メ
ー
ジ
し
絵
画
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
で

正
し
い
火
の
取
扱
い
を
考
え
な
が
ら
、
火
遊
び
や
火
災
の
防
止

に
努
め
る
と
と
も
に
防
火
に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
の
図
案
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格
者

　

全
国
の
小
学
生
（
小
学
４
年
生
以
上
）
及
び
中
学
生

●
図
案
の
形
態

①
用
紙
は
、
市
販
の
画
用
紙
（
サ
イ
ズ
・
厚
み
は
自
由
）

②
図
案
は
、
未
発
表
の
も
の
で

　
　
防
火
標
語
に
合
致
す
る
も
の

③
図
案
の
み
の
デ
ザ
イ
ン
と
す
る
。

　

※
防
火
標
語
の
よ
う
な
文
字
が
入
っ
て
い
る

　

図
案
は
、
審
査
対
象
外
と
す
る
。

令
和
元
年
度
愛
媛
県
委
託
事
業
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
県
協
会
と
の
連
携
に
つ
い
て

ご
応
募
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
♪

●
応
募
方
法
…
…
所
属
学
校
も
し
く
は
各
市
町
消
防
団
担
当
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

●
提
出
期
限
…
…
各
市
町
消
防
団
担
当
締
切
：
令
和
元
年
９
月
５
日
（
木
）

●
表
彰
等　

愛
媛
県
消
防
協
会
入
選
者
…
…
賞
状
と
記
念
品
を
贈
呈

第
19
回
全
国
中
学
生

　「
防
火
防
災
に
関
す
る
」
作
文
募
集

令
和
元
年
度
防
火
ポ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル
図
案
募
集

＜2019 年度行事予定＞ 

7/23（火） 中国四国ブロック実務担当者会議 （岡山市）

7/30（火） 第 3 回消防団広域協力体制検討委員会 

8/20（火） 第 2 回愛媛県消防協会理事会 

9/12（木） 全国消防殉職者慰霊祭（日消ホール） 

9/19（木） 全国女性消防団員活性化青森大会 

10/10（木） 
-11（金） 女性消防団員リーダー会議 

10/19（土） 
-20（日） 防災推進国民大会 2019 名古屋 

10/26（土） 
-27（日） 指導員研修（愛媛県消防学校） 

11/8（金） 消防団員意見発表会(U-35) 
正副団長消防長等研修会（いよてつ会館） 

11/13（水） 全国女性消防操法大会（横浜） 

1/21（火） 
-24（金） 消防団幹部特別研修（日消ホール） 

2/5（水） 
-7（金） 消防団幹部候補特別研修・男（日消ホール） 

2/19（水） 
-21（金） 消防団幹部候補特別研修・女（日消ホール） 

2/25（火） 都道府県事務局長会議 

3/3（火） 日本消防協会定例表彰（日消ホール） 

 

詳しくは、
愛媛県消防協会ホームページを

チェック！

第１回消防団広域協力体制検討委員会
松山市青少年センター　2019.5.30

第２回消防団広域協力体制検討委員会
西予市宇和文化会館　2019.6.28
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私
た
ち
の
暮
ら
す
伊
方
町
は
、
日
本
一
細
長
い
「
佐
田
岬
半
島
」
に
位

置
す
る
、
四
国
最
西
端
の
ま
ち
で
す
。
宇
和
海
と
瀬
戸
内
海
の
二
つ
の
海

に
挟
ま
れ
、
細
長
い
半
島
な
ら
で
は
の
自
然
の
美
し
さ
が
あ
る
一
方
で
、

平
地
が
少
な
く
急
峻
と
い
う
地
形
か
ら
、
集
落
が
わ
ず
か
な
低
地
に
点
在

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
半
島
特
有
の
地
形
に
よ
る
環
境
か
ら
、
伊
方

町
で
は
住
民
が
互
い
に
助
け
合
い
、
地
域
で
支
え
合
う
と
い
う
「
合
力

（
こ
う
ろ
く
）
」
の
考
え
方
が
、
昔
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
安
心
・
安
全
に
暮
ら
す
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
同
様
で
、

地
域
に
密
着
し
、
地
域
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合
い
を
基
盤
と
し
て
い
る

消
防
団
の
役
割
は
、
町
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
た
め
、
非
常
に
大
き
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
伊
方
町
女
性
消
防
団
は
、
平
成
30
年
に
組

織
さ
れ
た
ば
か
り
の
女
性
消
防
団
で
す
。
ま
だ
ま
だ
人
数
も
少
な
く
、
女

性
消
防
団
と
し
て
多
く
の
活
動
は
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
操
法
大
会
や
出

初
式
等
の
各
種
行
事
へ
の
参
加
、
防
火
広
報
活
動
、
女
性
消
防
団
員
研
修

の
受
講
な
ど
、
で
き
る
こ
と
か
ら
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

結
成
さ
れ
た
ば
か
り
の
組
織
で
あ
る
た
め
、
団
員
の
少
な
さ
や
知
識
・

経
験
不
足
な
ど
、
課
題
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
も
男
性
消
防

団
の
活
動
や
、
近
隣
市
町
の
女
性
消
防
団
の
活
動
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
り
、
各
方
面
に
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
り
し
な
が
ら
、
組
織
発
足

時
の
目
的
で
あ
る
、
女
性
な
ら
で
は
の
優
し
さ
・
気
配
り
を
活
か
し
て
地

域
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
、
他
の
団
員
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

女
性
消
防
団
だ
よ
り

団
員　

重し
げ
お
か岡　

春は
る

香か

伊
方
町
消
防
団

山や
ま
も
と本　

康や
す

志し

久
万
高
原
町
消
防
署

　

ク
ラ
ブ
広
報　

係
長

　

幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
、
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
地
域
住
民
の
防
火
思
想
の
高
揚
を
図
り
家
族
を
中

心
と
し
た
地
域
社
会
全
般
に
わ
た
る
防
火
体
制
の
一
層
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
確
立
し
た
委
員
会
で
あ
る
。

令
和
元
年
５
月
現
在
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
８
ク
ラ
ブ
、
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
10
ク
ラ
ブ
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
６
ク
ラ
ブ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

久
万
高
原
町
は
過
疎
と
高
齢
化
が
著
し
く
進
む
町
で
、

高
齢
化
率
は
47
・
２
％
で
あ
り
隣
近
所
が
助
け
合
っ
て
災

害
に
強
い
町
を
目
指
し
て
い
る
。
過
去
の
災
害
を
見
て
も

平
成
13
年
に
発
生
し
た
「
芸
予
地
震
」
で
震
度
５
強
を
記

録
す
る
も
怪
我
人
の
発
生
は
な
か
っ
た
。
こ
の
地
震
を
契

機
に
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」
の
思

い
が
改
め
て
強
く
な
り
、
幼
年
・
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
が
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
地
域
を
取
り
込
ん
で

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
、
高
齢
者
宅

を
訪
問
し
て
火
災
予
防
の
呼
び
掛
け
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡

す
「
愛
の
一
声
運
動
」
や
、
地
域
を
あ
げ
て
行
う
「
地
域

防
災
訓
練
」
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
で

「
防
災
キ
ャ
ン
プ
」
に
も
取
り
組
み
、
水
難
救
助
体
験
や

防
災
食
炊
飯
、
避
難
所
段
ボ
ー
ル
寝
床
作
り
な
ど
楽
し
く

体
験
す
る
防
災
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

は
地
域
の
方
々
に
口
コ
ミ
で
広
ま
り
、
地
域
防
災
へ
と
変

換
し
て
い
く
の
が
田
舎
な
ら
で
は
の
強
み
で
あ
る
。

　

地
域
の
自
主
防
災
組
織
で
も
、
顔
の
見
え
る
関
係
が
築

け
て
お
り
「
こ
の
家
の
方
は
あ
の
部
屋
で
寝
て
い
る
」、

「
こ
こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
こ
の
時
間
帯
に
散
歩
に
出
か

け
る
」
な
ど
災
害
時
安
否
確
認
な
ど
で
重
要
と
な
る
情
報

が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
当
た
り
前
の
よ
う
に

イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
、
知
ら
ず
知
ら
ず
に
地
域
防
災
力
向
上

へ
と
繋
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
地
道
な
活
動
が
認
め
ら
れ
、
当
委
員
会
は
第

23
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞
（
消
防
庁
長
官
賞
）
を
受
賞

し
た
。 一

般
住
民
の
防
災
活
動
等

久
万
高
原
町
幼
少
年
女
性
防
火
委
員
会
に
つ
い
て

　
　
　

～
「
家
庭
防
災
」
か
ら
「
地
域
防
災
」
へ
の
架
け
橋 

～

消
防
司
令
補

辞令交付式

女性消防団員初任研修の様子

地域防災訓練：避難者受付名簿確認作業 防火交通茶屋：少年消防・女性防火クラブが
　　　　　　　タイアップして活動

幼年消防クラブ：笑顔で防災体験
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● 点検・報告・整備・工事
○ 消防用設備等・特殊消防用設備等 ○ 各種消火器

○ 防火対象物点検・防災管理点検 ○ 住宅用火災警報器

○ 防火設備点検 ○ その他各種防災用品

○ 連結送水管の配管耐圧試験 ○ 消防ポンプ自動車

○ 消防用ホース耐圧試験

E-mail : yons@ss4800.jp

～高度な技術で安心をお届けする～

株式会社　四 国 消 防

〒 790-0952 松 山 市 朝 生 田 町 １ 丁 目 7 番 21 号

電 話  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ４ ８ ０ ０

Ｆ Ａ Ｘ  （ ０ ８ ９ ） ９ ３ ４－ ５ ５ ３ ３

● 消防用機器等の販売

http://www.ogawa-pump.co.jp
OGAWA仕様  消防ポンプ自動車(Made Ⅰn 愛媛)

豊富な収納力が1台2役分の活躍を。
多くの資機材を積み込みながらも、初期消火に力を発揮する水槽を搭載。

コンパクトにまとめあげたCD-Ⅰ
〒790-0045 松山市余戸中6丁目9番52号
TEL: 089-972-2392　FAX: 089-972-2400
　E-mail: ehime@ogawa-pump.co.jp愛媛支社

支
部
だ
よ
り

　

６
月
15
日
（
土
）、
松
前
公
園
体
育
館
に
お

い
て
、
平
成
31
年
度
愛
媛
県
消
防
協
会
中
予
支

部
女
性
消
防
団
員
体
力
錬
成
の
レ
ク
バ
レ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
中
予
６
つ
の
市
町
消
防
団
、

正
副
団
長
・
女
性
消
防
団
員
・
消
防
団
員
と
消

防
職
員
が
、
一
層
の
親
睦
と
災
害
時
に
必
要
な

体
力
を
錬
成
す
る
た
め
に
実
施
す
る
も
の
で

す
。

　

試
合
は
リ
ー
グ
戦
で
行
わ
れ
、
６
人
制
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
。
ア
タ
ッ
ク
ラ
イ
ン
よ
り
前

で
ジ
ャ
ン
プ
し
て
の
返
球
を
禁
止
さ
れ
た
男
性

２
人
が
常
時
コ
ー
ト
内
で
プ
レ
ー
を
し
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
バ
レ
ー
経
験

者
の
活
躍
が
目
立
つ
中
、
全
員
で
声
を
か
け
あ

い
点
数
を
重
ね
て
い
く
様
は
、
チ
ー
ム
が
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
全
う
し
成
り
立
つ
団
活
動
に
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

接
戦
・
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
得
失

点
差
で
勝
っ
た
伊
予
市
消
防
団
が
優
勝
。

　

市
町
の
枠
を
超
え
て
な
か
な
か
顔
を
合
わ
す

こ
と
の
な
い
女
性
消
防
団
員
が
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
じ
て
交
流
し
、
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
で
親
睦

が
深
ま
り
、
今
後
の
広
域
的
な
消
防
活
動
に
お

い
て
も
有
意
義
な
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！

　

令
和
元
年
５
月
17
日
、
午
後
10
時
20
分
過
ぎ
、
猛
烈
な

風
が
吹
く
中
鳴
り
響
く
サ
イ
レ
ン
は
山
林
火
災
を
告
げ
る

も
の
で
し
た
。
外
に
出
る
と
既
に
西
の
山
は
激
し
く
燃
え

上
が
り
、
26
年
前
に
５
日
間
燃
え
続
け
た
同
じ
場
所
で
の

悪
夢
を
蘇
ら
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

消
火
活
動
が
長
期
化
す
る
中
、
水
源
に
し
て
い
た
防
火

水
槽
か
ら
の
給
水
不
足
に
よ
り
消
火
活
動
の
中
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
一
時
は
海
水
に
よ
る
放
水
も
検
討
さ
れ
ま
し

た
が
、
地
元
農
業
関
係
者
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
々
の
ご
尽

力
に
よ
り
、
雨
不
足
で
水
源
の
確
保
が
懸
念
さ
れ
る
貴
重

な
農
業
用
水
を
手
配
し
て
い
た
だ
き
、
放
水
を
続
行
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
消
火
活
動
中
、
団
員
は
帰
宅
も
で

き
ず
昼
夜
現
場
で
過
ご
し
ま
し
た
が
、
５
月
と
い
う
気
候

の
い
い
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も
幸
い
し
、
な
ん
と
か
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
食
事
の
面
で
は
本
部
分
団
で
多
少
の
手
配
は

し
ま
し
た
が
、
18
日
の
早
朝
に
地
元
の
天
満
公
民
館
長
さ

ん
よ
り
炊
き
出
し
の
申
し
出
を
い
た
だ
き
、
19
日
の
夕
食

ま
で
の
間
、
温
か
く
て
と
て
も
美
味
し
い
お
に
ぎ
り
を
差

し
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
団
員
の
家
族
の
差

し
入
れ
も
あ
り
、
人
の
優
し
さ
や
温
も
り
を
実
感
し
、
消

火
活
動
に
も
気
合
が
入
り
、
本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
で

す
。

　

こ
の
地
方
特
有
の
局
地
風
で
あ
る
「
や
ま
じ
風
」
が
三

日
三
晩
吹
く
と
は
誰
も
が
想
定
外
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

消
火
活
動
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
愛
媛
・
香
川
両
県

の
消
防
ヘ
リ
に
よ
る
上
空
か
ら
の
消
火
、
新
宮
方
面
隊
に

よ
る
防
火
帯
の
設
定
等
、
各
方
面
隊
の
協
力
の
下
、
５
月

20
日
、
午
前
２
時
に
鎮
火
の
確
認
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
火
活
動
を
終
え
考
え
て
み
る
と
、
放
水
中
継
・
無
線

連
絡
等
日
頃
の
訓
練
が
役
に
立
っ
た
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
山
林
火
災
想
定
の
装
備
の
不
足
等
、
過
去
の
教
訓
を

生
か
し
き
れ
な
か
っ
た
面
も
み
え
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ

う
な
中
で
、
地
元
地
域
行
事
へ
の
積
極
参
加
、
啓
発
活
動

に
よ
る
地
元
住
民
の
消
防
団
へ
の
理
解
、
家
族
の
消
防
団

活
動
へ
の
協
力
、
物
心
両
面
か
ら
の
多
大
な
る
サ
ポ
ー
ト

等
、
い
ざ
と
い
う
時
の
信
頼
関
係
、
協
力
体
制
、
絆
が
確

認
で
き
大
変
良
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
消
火
活
動
に
際
し
、

関
係
者
の
皆
様
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
私
た

ち
消
防
団
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
、
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
も
、
こ

の
信
頼
・
絆
が
発
揮
さ
れ
、
数
多
く
の
人
命
・
財
産
を
守

る
活
動
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
住
民
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
訓
練
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

天
満
山
林
火
災
の
消
火
活
動
を
終
え
て

四
国
中
央
市
消
防
団

寺て
ら

尾お　

克か
つ
の
り紀

副
団
長

ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

中
予
支
部

　

女
性
消
防
団
員
体
力
錬
成
大
会

中予レクバレー

2019.5.18　AM3:00頃

2019.5.19　AM10:00頃

2019.5.20　AM2:00頃　鎮火


